
「絆の作り手育成プログラム研究指定校」実績報告書（３年次） 

 

１ 学校名等 

学 校 名        宇治市立宇治小学校 校長名 安田 善一 

所 在 地 
〒611-0011 宇治市五ヶ庄三番割27番地 

  電話 0774-39-9143             FAX 0774-39-9146 

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合 計 教職員数 

学 級 数 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ 27 

43 
※校長・教頭を含む 

児 童 数 104 116 111 116 127 127 14 715 

連 携 先 
(文化財所有者等) 

黄檗山 萬福寺 

 

２ 研究校の概要 

本校は、平成 24 年度に開校した施設一体型小中一貫校で、今年度の児童生徒数は宇治小学校 715

名、黄檗中学校 352名、合計 1067名である。 

令和３年度からは、地域の文化財所有者である「黄檗山萬福寺」と連携し「絆の作り手育成プログ

ラム」に取り組んでいる。   

令和２年度、令和３年度と黄檗中学校で「未来の担い手育成プログラム」に取り組み、両校種とも

京都府教育委員会研究校に位置付くことで、義務教育９年間を通した課題解決型の学習を手段とした

認知能力と非認知能力の一体的な育成を系統的に推進することに着手することができた。 

【認知能力の実態】 

「全国学力・学習状況調査」や「京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～」の結果は、ど

の教科も全国・府平均と同程度か、若干下回り定着に課題が見られる。特に、国語科における「書き

表す力」「読み取る力」に課題が見られ、資料を読むことを通して学んだ読み方を生かし、複数の文

章を基に必要な情報を集め、報告する相手を意識してまとめることができるようにする指導に力を

入れていく必要がある。 

【非認知能力の実態】 

異学年の交流が自然な形で行われ、小・中学校での９年間を同一集団で過ごすことで、安心感と他

者理解が進み、素直さや優しさを持ち、男女の仲もよく、誰とでも抵抗なくコミュニケーションを図

ったり自分の考えを表現したりすることができる。一方、「全国学力・学習状況調査」や「京都府学

力・学習状況調査～学びのパスポート～」の質問調査の結果から、特に「自己調整」「思考の柔軟性」

に関する設問について否定的に答えた児童の割合が高い傾向が見られ、非認知能力の中でも人と関

わる力よりも自分に関する力の育成を継続していかなければならない。 

【研究体制】 
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黄檗中学校 １年 わかくさ ２年 ６年 ５年 ４年 ３年 
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特別支援教育部 

特別活動部 

領域部 

教科部 

生徒指導部 



 

３ 主な研究活動 

(1) 研究テーマ 

「文化財所有者の課題を解決し、認知能力と非認知能力を一体的に育む教育の展開」 

～身に付けさせたい力を明確にし、系統的な郷土学習と PBLに繋がる授業改善を通して～ 

(2) 主な研修会等 

４月      フィールドワーク（萬福寺） 

４月 11日（火） 校内研修会① 

５月 １日（月） 京都府教育委員会、山城教育局、宇治市教委育委員会との打ち合わせ 

６月 ２日（金） 絆の作り手育成プログラム研究校に係る実践交流会（オンライン） 
８月 24日（木） 校内研修会② 

   10月～11月   萬福寺での活動 

２月２日（金） 『萬福寺ええとこ祭』（京都府スクールミーティングでの授業参観と研究報告） 

２月22日（木）  絆の作り手育成プログラム研究校 Web交流会 

 

 

◆ツアーガイド体験              ◆クイズラリー開催 

        

  

 

  

  

 

  

  

              

 

 

 

 

◆チラシ作成                  ◆普茶料理の試食会 

 

  

 

 

 

 

 

  



(3) 系統的な「宇治学(総合的な学習の時間)」単元計画の作成 

１年 「萬福寺界隈で『秋見つけ』をしよう」 

      【生活科】あきと なかよし 

   ２年 「萬福寺をたんけんしよう」 

       【生活科】もっと 知りたい たんけんたい 

 ３年 「隠元禅師とともに伝来した煎茶の文化を学ぼう」 

       【宇治学】「『宇治茶』のステキをつたえよう」 

   ４年 「巨椋池のハス、萬福寺のハス」 

       【宇治学】「『ふるさと宇治』の自然を伝えよう」 

 ５年 「隠元禅師とともに伝来した新食材、普茶料理、食事形態について学ぼう」                                     

       【宇治学】「『ふるさと宇治』をすべての人にやさしいまちに」 

   ６年 「萬福寺学 ～文化財や地域の良さを再発見～」 

       【宇治学】「『ふるさと宇治』の魅力大発信」 

 

４ 今年度の研究の成果と検証 

(1) 探究的な学びにするための学習過程の工夫について 

ア 「探究」をキーワードにした授業づくりを校内で共通認識し、低学年は生活科を通して、中学

年以降社会科との関連を図りながら郷土学習を切り口とした宇治学(総合的な学習の時間)を核

にして、児童が主体的に学習に取り組む態度を育成できるよう取り組んできた。特に、総合的な

学習の時間の中で宇治ならではの特色を踏まえ、第３学年で「宇治茶と茶文化」を、第４学年で

「宇治の自然環境や生活環境」を、第５学年で「地域福祉・ノーマライゼーション社会」を、第

６学年で「地域のよさや歴史・観光」を学習対象とし、さらに中学校での学習を見定めながら系

統的・計画的に指導を進めることができた。 

  イ 課題設定→情報収集→整理・分析→まとめ・表現の学習過程を繰り返すことで児童の目的意識、

相手意識、内容意識、方法意識がより確かなものになっていった。また、学習の振り返りによっ

て、新たな発見、疑問、さらに調べたいことの発見につながった。 

  ウ １年間学習を進めていく中で児童自らが成果と課題を分析し、自分たちの取組を地域の方々へ

広めていくことで、少しずつ自信を付けていくことができ、児童の自己肯定感の向上につながっ

たことがうかがえる。 

(2) 協働的な学びをつくるためのグループ交流の工夫について 

  ア 他者と協働して課題を解決しようとする学習活動や、言語により分析しまとめたり表現したり

する学習活動を行う際、比較する、分類する、関連付ける等の思考を深めるための技法を活用す

ることができた。 

  イ 課題設定、情報収集、整理・分析、まとめ・表現のそれぞれの場面で活用できる思考ツールを、

学習内容や児童実態に応じて様々に活用した。 

  ウ ソーシャルスキル・トレーニングを活用する中で、表現力やコミュニケーション能力の向上に

つなげることができた。 

(3) 学習素材に関わる専門家の人々と関わる工夫について 

  ア 児童がこれまでに積み重ねた学びをもとに、さらに関心をもって学習素材に関わっている人々

との関わりを通して思いや願いに触れていき、市の観光企画課に協力していただきながら協働的

な探究活動が展開できた。 

  イ 学校から徒歩で短時間移動できる文化財所有者を連携の対象にしたおかげで、専門家との度重

なるやり取り、実際に足を運び納得や実感を伴った直接体験を繰り返しながら、児童が地域のよ

さに気付き、地域への誇りと愛着を感じ取ることができた。 

(4) 考えたこと、伝えたいことの発信の工夫について 

  ア 整理・分析の探究過程でわかったことなどを表現していく段階で、調べたことをもとに、思考



ツールなどを使って、整理・分析することができた。（クラス・グループなど） 

イ 考えたことを様々な立場の人に見てもらうことで、さらに改善していくことができた。 

ウ ①学級内でのグループ発表、②学年での発表、③他学年への発表、④中学生への発表、⑤保護

者や地域、文化財所有者、行政への発表とステップアップする計画を立てることができた。 

 

５ 今年度の課題 

(1) アンケートを学習の最初と最後に行ったが、児童の変化を数値化することができなかった。 
(2) 「連携先である文化財所有者の抱える課題に対する解決策を考え実行し地域に貢献する」という

本事業の趣旨からすると、課題をどのように選定するかが重要であり、連携文化財所有者と学校が

十分に協議し課題を決定する必要がある。 

さらには、そこから解決策を練る段階で児童が主体的に解決に向けて活動すること、最終的な発 

信に向けてリフレクションをしながら何度も練り直しブラッシュアップする PDCAサイクルの繰り 

返しが必要であり、１つの課題に対して年間を通して取り組む計画性が指導者側に求められる。 

(3) 令和５年度の全国学力状況調査の結果からみて、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読  

むこと」のどの力も京都府の平均を下回っている。 

また、質問紙の結果から「学校楽しいと思える」という項目が、全国 81.8%に対し、本校（学園

全体）68.0%と 10%程度低い現状がある。これらのことから、引き続き PBLに繋がる授業改善を通し

て認知能力と非認知能力の向上を目指す。 

 
６ 事業終了後の研究構想 

(1) 課題解決型の学習（Project Based Learning）を手段とした認知能力と非認知能力の一体的な育

成を図る。 

(2) 各教科等での課題解決型の学習をさらに進める。 

(3) 小中一貫校であるため、９年間を見通した『宇治学』のカリキュラムの完成と引継ぎ・共有をす

る。また、学校に通い続けられる３つの要因「学校・学級への所属感」「友人・対人関係」「学業」

を、課題解決型学習の手法を取り入れることで高めていくことを目指す。 



本校の研究の概要



課題解決型学習を手法とした、 
認知能力、非認知能力の 
一体的な育成



自分たちにとって大切な「黄檗山萬福寺」の課題を解決するために探究する児童

宇治市立宇治小学校 目指す児童像



課題解決型学習 萬福寺学

自分たちにとって大切な「黄檗山萬福寺」の課題を解決するために探究する児童



地域の文化遺産である黄檗山萬福寺を 
「自分たちの萬福寺」にする学習

萬福寺学

わたしたちの学校の近くに、 
有名な文化遺産があるんだ！

きづく

わたしたちの学校の近くにある 
萬福寺ってけっこうすごいぞ！

思い入れ 
をもつ

わたしたちにとって大切な萬福寺！ 
自分たちがやらずに誰がやる！

解決する



わたしたちの萬福寺！！



課題解決型学習
各教科等の学びにおいて、課題解決型学習を手法
とし、認知能力、非認知能力を一体的に育成する



探究をキーワードにした宇治小学校の授業づくり

宇治小学校では、子どもたちが遊ぶように学んでいく、そんな授業を目指します。

子どもたちは遊ぶとき、時間を忘れて没頭します。

子どもたちは遊ぶとき、自分で選択したり、自分で判断したりします。

子どもたちは遊ぶとき、自然に誰かとつながります。

子どもたちは遊ぶとき、多少の困難があっても工夫して乗り越えていきます。

子どもたちは遊ぶとき、時に大人の想像を超えるような姿を見せます。

！

が目指す宇 治 小 学 校 授 業



❓

宇治市立宇治小学校の考える授業作り

子どもたちにとって 
魅力的な課題がある解決することで資質・

能力が育成される

主体的に学習に取り組む 
態度が育成される

目的に応じて協働的 
に学ぶ場面がある

子どもたち自身で解決できるプロセスがデザインされている





課題解決型学習
各教科等の学びにおいて、課題解決型学習を手法
とし、認知能力、非認知能力を一体的に育成する

地域の文化遺産である黄檗山萬福寺を 
「自分たちの萬福寺」にする学習

萬福寺学

自分たちにとって大切な「黄檗山萬福寺」の
課題を解決するために探究する児童



１　単元の目標 
　地域の文化遺産「萬福寺」の継承に力を注ぐ人々と協働して
「萬福寺」のよさを伝える活動を通して、自分が住む地域で受
け継がれてきた文化遺産のよさに気付き、地域の発展を願って
自分にできることを考え、地域の文化遺産の継承に積極的に関
わることができる。



　  　　整理・分析 
　収集した情報を、整理したり 
　分析したりして思考する

　　　課題の設定 
　体験活動などを通して、課題 
　を設定し課題意識をもつ

　　　  情報の収集 
　必要な情報を取り出したり収 
　集したりする

　　     まとめ・表現 
　気付きや発見、自分の考えなど 
　をまとめ、判断し、表現する

　私たちの身近にある萬福寺って 
　結構すごいんだ！！

　萬福寺の魅力を伝えるために 
　何とかしないと！！

　イベントの成果と課題を分析し
てさらなる課題を設定しよう！

　自分たちで直接萬福寺の魅力 
　を伝えよう！



　  　　整理・分析 
　収集した情報を、整理したり 
　分析したりして思考する

　　　課題の設定 
　体験活動などを通して、課題 
　を設定し課題意識をもつ

　　　  情報の収集 
　必要な情報を取り出したり収 
　集したりする

　　     まとめ・表現 
　気付きや発見、自分の考えなど 
　をまとめ、判断し、表現する

　私たちの身近にある萬福寺って 
　結構すごいんだ！！



見えない魅力に気付かせたい！！









　  　　整理・分析 
　収集した情報を、整理したり 
　分析したりして思考する

　　　課題の設定 
　体験活動などを通して、課題 
　を設定し課題意識をもつ

　　　  情報の収集 
　必要な情報を取り出したり収 
　集したりする

　　     まとめ・表現 
　気付きや発見、自分の考えなど 
　をまとめ、判断し、表現する

　萬福寺の魅力を伝えるために 
　何とかしないと！！











　  　　整理・分析 
　収集した情報を、整理したり 
　分析したりして思考する

　　　課題の設定 
　体験活動などを通して、課題 
　を設定し課題意識をもつ

　　　  情報の収集 
　必要な情報を取り出したり収 
　集したりする

　　     まとめ・表現 
　気付きや発見、自分の考えなど 
　をまとめ、判断し、表現する

　自分たちで直接萬福寺の魅力 
　を伝えよう！





　直接会って、自分たちの 
　気持ちを伝えながら渡す！

　自分たちの言葉で萬福寺の 
魅力を直接伝える！













　  　　整理・分析 
　収集した情報を、整理したり 
　分析したりして思考する

　　　課題の設定 
　体験活動などを通して、課題 
　を設定し課題意識をもつ

　　　  情報の収集 
　必要な情報を取り出したり収 
　集したりする

　　     まとめ・表現 
　気付きや発見、自分の考えなど 
　をまとめ、判断し、表現する

　イベントの成果と課題を分析し
てさらなる課題を設定しよう！



成果 
◯児童の思いをつなげることで、主体的に学習に取り組む児童の姿が見られた。 
◯教職員の授業づくりのイメージが明確になった。 
◯教職員間での授業改善への意識が前向きになった。

課題 
●より本気になって学ぶ児童の育成のために、今後も継続した取組が 
　必要である。 
●「宇治学」の考え方を踏まえ、児童の実態や教員の願いに応じて年 
　間計画を更新していく必要がある。 
●小中一貫校として、小中の研究をつないでいく必要がある。



 

１　単元の目標 
　地域の文化遺産「萬福寺」の継承に力を注ぐ人々と協働して「萬福寺」のよさを伝える活動を通して、自
分が住む地域で受け継がれてきた文化遺産のよさに気付き、地域の発展を願って自分にできることを考え、
地域の文化遺産の継承に積極的に関わることができる。 

２　単元の評価規準 

３　指導と評価の計画（50時間） 

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法

1　萬福寺の特徴
について理解し、
その良さや価値を
実感しよう。(10)

○昨年度の６年生の取組から、解決に向けた今後の活動
への見通しをもつ。
○萬福寺には他の寺院にはない特徴があることを理解す
る。 
　・萬福寺の方からの情報収集 
　・萬福寺の特徴に気付くための体験（中国様式、普茶
料理、座禅体験等） 
　・萬福寺と他の寺院を比較・検討する。

① ・比較検討
シート

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　　　
　　　
　　　
評
価
規
準

①地域の文化遺産である萬福寺
には、独自の特徴があることを
理解するとともに、その文化遺
産を後世に残していこうと活動
を続けている人の思いに気付い
ている。 
②萬福寺に関わる実態調査を、
相手や目的に応じた方法で実施
している。 
③地域の文化遺産に対する意識
の高まりは、地域の人、もの、
ことと関わりながら探究的に学
んだことによる成果であると気
付いている。

①地域の文化遺産である萬福寺
について、理想との隔たりから
課題を設定し、解決に向けて自
分にできることを具体的に考え
ている。 
②実態調査やその際の質問につ
いて、必要とする情報に応じて
質問の内容や方法を決めてい
る。 
③地域の文化遺産を継承するた
めに必要な情報を取捨選択した
り、複数の情報を比較したり関
係付けたりしながら解決に向け
て考えている。 
④地域の伝統文化の継承に向け
た自分の考えを、表現方法の特
徴や表現の目的に合わせて分か
りやすくまとめている。

①地域の文化遺産である萬福寺
に関心をもち、自分の考えを見
つめ直しながら、自分の意思で
課題を解決しようとしている。 

②地域の文化遺産の継承のため
に、萬福寺の方や友達の考えを
生かしながら、協働して課題の
解決に向けて取り組もうとして
いる。 

③自分も地域の一員であること
を自覚し、地域のためにできる
ことを考え、前向きに解決策を
探りながら取り組もうとしてい
る。 

どんな状況でも前向きに解
決策を探りながら取り組む

自分の考えや仮説をより良
く修正しながら取り組む

異なる意見や他者の考えに価
値を見出しながら取り組む

単元名 
「宇治といえば『萬福寺』」へ！

内容のまとまり 
「伝統文化」（全50時間） 
　地域の文化遺産とその継承に力を注ぐ人々



○萬福寺の特徴についてポスターにまとめ、グループご
とにポスターセッションを行うことで萬福寺には他の寺
院にはない特徴があることを理解する。

① ・振り返り
カード

2　萬福寺の実態
調査を通して、問
題点の解決策を探
ろう。(5)

○萬福寺に関わる実態調査を行うために、対象ごと（地
域の方、宇治市の方、京都府の方）に質問項目や調査方
法を検討する。

② ・実態調査
シート

○萬福寺に関わる実態調査を行う。 ② ・実態調査
シート

○「価値ある萬福寺」という理想と、「認知度が低い」
という隔たりから課題を設定し、自分にできることを具
体的に考える。

① ・振り返り
カード

３「宇治と言えば
『萬福寺』」にす
るために、できる
ことを決定しよ
う。(10)

○課題を解決するための情報を収集し、今の自分たちに
できることを根拠を明らかにして決定する。 
　・萬福寺に関わる実態調査 
　・萬福寺と平等院を比較するための平等院の見学 
　・宇治市観光協会の方からの情報収集 
　・萬福寺の方との連携会議

③ ・行動観察 
・課題解決
カード

４　魅力的なイベ
ントを協力して準
備し、実行しよ
う。(10)

○魅力的なイベントの開催に向けて、友達と協力して準
備し、実行に移す。 
○イベントの成果と課題について、追調査を通して明ら
かにする。

② ・行動観察 
・課題解決
カード

5　より魅力的な
イベントを協力し
て準備し、実行し
よう。(10)

○前回の経験をもとに、課題を解決するためにより良い
方法を検討し、実行に移す。

③ ・行動観察 
・課題解決
カード

６　学習全体を振
り返り、自己の成
長や学びの価値、
今後の展望につい
て、５年生に継承
する。(5)

○これまでの学習全体を振り返り、自身の地域の文化遺
産に対する意識の変容を振り返る。

③ ・振り返り
カード

○これまでの学習全体を振り返り、成果と課題、今後の
展望を明らかにして５年生にプレゼンテーションで伝え
る。

④ ・プレゼン
テーション

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法


